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<８月号> 

ふれあいニュースレター第30号 １ 

お盆期間の特例宿泊について 
（実施期間：８月１０日から８月１８日まで） 

 原子力被災者生活支援チーム及び原子力災害現地対策本部は、これまでの特例宿泊結果
を踏まえ、引き続き短期間であれば所要の措置を講じた上での宿泊は可能と判断し、住民
からの要望の多かったお盆期間に特例宿泊を実施することとしました。  
 今回の特例宿泊の概要は、以下のとおりです。具体的には、特例宿泊を希望する市町村
について、原子力災害現地対策本部が状況を確認した上で特例宿泊を実施します。  

今年も、勇壮に 

騎馬武者が駆け巡る 

『相馬野馬追』で 

浜通りの一帯は 

大いに賑わいました。 

 避難指示解除準備区域及び居住制限区域 
 

 現時点では、南相馬市（原町地区）、 
 飯館村、川内村、葛尾村で実施予定です。 

■ 対象地域 

■ 宿泊可能な期間 

 平成２５年８月１０日(土)から８月１８日
(日)まで（８泊９日間） 

■ 宿泊期間中に講ずる措置 
•  安心確保のための線量測定 
•  防犯・防火対策の強化（名簿管理、 
 住民等による見回り等） 

•  宿泊期間中の注意喚起（熱中症対策、  
 火気の取扱等） 等 

■暮らし関連３ 
 
 
 
 
 
 
 

 
「若い人が戻る
に は 夢 の あ る 
町づくりを進め 
ないと!!」 

■暮らし関連２ 
 
 
 
 
 
 
 

「復旧・復興の 
第一歩！ 
世界初の線路バ
ラスト内線量調 
査を実施」 

■ＮＥＷＳ等４ 
 

◆ふるさとへの帰
還に向けた準備
のための宿泊が
可能になります
（ ７ 月 ２ ６ 日 ）  
◆熱中症は予防 
が大事！ 

詳しくは、経済産業省のホームージを 
ご覧ください。 

http://www.meti.go.jp/earthquake
/nuclear/20130719_01.html 

第１回 
<５泊 ６日> 

平成２４年１２月２９日(土)～  
平成２５年 １月 ３日(木) 

第２回 
<９泊１０日> 

平成２５年 ４月２７日(土)～  
平成２５年 ５月 ６日(月) 

【過去の実績】 

市町村名 回  宿泊世帯数  宿泊者数 

南相馬市 
第１回 ５７世帯 ２３９人 

第２回 ６６世帯 ２５５人 

飯舘村 
第１回 ９１世帯 ２７１人 

第２回 ６７世帯 １６９人 

葛尾村 第２回 １３世帯 ２８人 

川内村 
第１回 ７世帯 １４人 

第２回 １５世帯 ３０人 

田村市 
第１回 １６世帯 ５４人 

第２回 ２３世帯 ８３人 

合計 
第１回 １７１世帯 ５７７人 

第２回 １８４世帯 ５６５人 

【 こ れ ま で の 特 例 宿 泊 の 結 果 概 要 】  

来場者は延べ１６万６５００人。  ７月２７日から３日間、 
豪華絢爛、勇壮な戦国絵巻が繰り広げられました。 
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   ◆◇原子力安全基盤機構（ＪＮＥＳ）◇◆ 
暮らし関連情報 

復旧・復興の第一歩！ 
世界初の線路バラスト内線量調査を実施 

 東京電力福島第一原発事故に伴い、避難指示区域内を走
るＪＲ常磐線は、現在、広野～原ノ町間の１０駅が運転見
合わせとなっています。  
 常磐線沿線の警戒区域については、平成２５年５月まで
に線量に応じて区域の見直しが行われました。見直し後は、
線量の低い地域を中心に、帰還に向けた準備が開始され、
本格的なインフラ復旧が求められるようになります。基幹
交通であるＪＲ常磐線についても、当該地域における復旧
の見通しを早期につけることが必要となります。 
 しかし、復旧作業やその後の日常の保線作業等に当たっ
て、線路の砕石（バラスト）のような目の粗い層の中で、
放射性物質がどのように分布するか知見がないため、安全
確保に必要な状況把握が難しい状況でした。  
 このため、国の原子力災害対策現地本部の依頼を受け、
原子力安全基盤機構（ＪＮＥＳ）が、バラスト内の放射性
物質の分布について、避難指示解除準備区域内の代表的な
地点において現地調査を行いました。  
 写真のように、広野～竜田駅間の４地点で、砕石を縦方
向に掘り進めながらサンプルを採取・分析するとともに、
周辺の空間線量や、模擬的な保線作業により周辺に漂うダ
ストのサンプリング等を行い、その結果に基づき保線作業
を行う作業員の予察的な被ばく線量評価を行いました。 

２ ふれあいニュースレター第30号  

詳しくは、原子力安全基盤機構のホームページをご覧ください。 
http://www.jnes.go.jp/content/000124882.pdf 

 結果は、上のグラフのとおり、バラスト砕石の深さ方向
に従い線量は急激に下がり、４５ｃｍ下の路盤土壌には放
射性セシウムはほとんど浸透していませんでした。 
 また、セシウムは砕石に強く吸着しており、模擬的な保
線作業によるダストを吸入したとしても、それによる内部
被曝の影響は、周辺の外部被ばくと比較して小さいもので
あることがわかりました。 
 この結果、通常の土壌の工事作業と同様、側溝等の泥を
直接扱うことがなければ、線量計等により外部被ばく量を
把握することで当該作業による作業員の被ばく線量は管理
できることがわかりました。 
 調査に携わったＪＮＥＳ核燃料廃棄物安全部主任研究員
の大塚伊知郎さんは、「今まで調査が行われたことがなく、
条件の設定や、天然の放射性物質の影響を除外するプロセ
ス等で手間がかかりましたが、精度よい調査ができまし
た。」と、調査の苦労を語りました。また同調査役の山田
憲和さんは、「今回の調査結果を踏まえて、復旧に向けた
作業が円滑に進むようになり、ＪＮＥＳとしてもとても嬉
しいことです。」と復興に向ける期待を述べました。 
 現在、ＪＲにおいて、さらに復旧に向けた調査が進めら
れています。現地での着実な取組の進展が期待されます。 

縦方向に測定・サンプル
採取を写真①～⑧の順
に進めていきます 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

ダストサンプルのための
模擬作業 

http://www.jnes.go.jp/content/000124882.pdf


暮らし関連情報 

「若い人が戻るには夢のある  
  町づくりを進めないと 

◆◇株式会社大和田測量設計（広野町）◇◆ 

ふれあいニュースレター第30号 ３ 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  
  

 復興を進めるにあたっても、放射線の話だけでは戻ろうという気が起きま
せん。例えば、最近、スペインで開発されているという折りたたみ式電気自
動車を広野町の住民の足として導入する、もし法令上ハードルがあるのなら
ば、もちろん安全性は確保した上で、駅前の再開発地域を特区にする、そん
な夢のある町づくりで広野を 
盛り上げてはどうでしょう。 
皆さんがんばりましょう。 

 
  

 株式会社大和田測量設計のホームページ  
 http://geo999.com/web/index.html 

 株式会社大和田測量設計は、コンピュータ上に地図情報やさまざま
な付加情報を持たせて、地理情報を参照できるようにするＧＩＳ技術
や、衛星を用いた測位技術を得意にする、広野町で設立３０年の測量
設計会社です。事故直後、千葉に避難しましたが、一月後には、町か
らの要請で、いわき市湯本の町役場支所の側に戻り、地元の建設事業
者として町の復旧復興計画の策定に参加しました。震災前から使って
いた広野町の街区情報や上下水道等の情報をノートパソコンに詰め込
んで、図面データも十分にない中で、復興・復旧に役立ててほしいと
提供されました。その後、いち早く町に戻り、災害査定や除染事業に
も携わり、現在は広野町が復興のシンボル事業として推進している、
ＪＲ常磐線広野駅東側開発地域の測量・設計事業に尽力されています。 

「測量とは、真っ先に現場に入って状況を確認する仕事です。放射線の不安と戦いな
がら社員は現地に入ってくれています。替えの効かない大切な人材ばかりなので、安
心・安全によく気をつけて仕事を進めていきます」 
 

   株式会社大和田測量設計  代表取締役 大和田 幹雄さん（右前二人目）と 
                      本社社員の皆様     

代表取締役の大和田さんは、
「広野町はある程度除染は
終わったが、より安心感を
高めて、町民の皆さんに
帰ってきてもらうためには、
より詳細な放射線の測定結
果を提供することが必要と
なる。」と考え、今般、人
が背負って歩くだけで、衛
星を用いた測位情報と組み
合わせて、その場で放射線
量を地図上に図示する可搬
型システムを開発しました。
「早速今年の夏祭りの会場
の線量を確認するために町
が使いたいということにな
り、役に立ちました。 

会社の儲けにはすぐには結びつきませんが、一
歩一歩歩いて確認していくような地道な作業が、
若い人を含めて安心して帰町できる材料になる
はずです。さらにそこから少しでもビジネス
チャンスが生まれればなおのことありがたいと
考えています。」 
「広野町のこの空気を吸って、この水を飲んで
暮らしてきた人ならば、戻りたいと必ず思うは
ずです。建設コンサルタント業に携わっている
と、皆さんそろそろ戻って来そうだという予兆
を感じます。我が社として、町民の皆さんが安
心して帰ってこられるような場作りに少しでも
貢献できればと思います」と大和田さんは広野
町復興に向けた展望を述べられました。 

平均年齢３０代の若さ溢れる職場 

新たに開発した可搬型線量
マッピングシステム 

測定者が装置を背負って 
その場で放射線量を地図
上に図示することが可能 

!!」 

http://geo999.com/web/index.html


詳しい対策は、政府広報オンラインをご覧下さい。 
http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201206/2.html 

発行 政府原子力被災者生活支援チーム 
４ ふれあいニュースレター第30号  

ふるさとへの帰還に向けた準備の 
ための宿泊が可能になります（７月２６日） 

 原則として避難指示解除準備区域であって、一定の
要件を満たしている区域において、避難指示が解除さ
れた場合に円滑に生活を再開できるよう、自宅の本格
的な清掃や修繕、農地の管理、店舗や事業所等の本格
実施に向けた準備作業等を進めやすくする環境を整え
るため、住民等の宿泊を可能とします。 
 ８月１日から田村市都路地区において、実施予定で
す。 

 原則として避難指示解除準備区域であって、以下の
(1)及び(2)のいずれの要件も満たす区域とします。 
 

 (1)原子力災害現地対策本部長及び市町村長が、以下 
  の①～③の項目から総合的に判断し、１．の制度 
  趣旨に照らして、当該区域内において制度を実施 
  することが適当と判断していること 
 

  ①電気、ガス、上下水道、主要交通網、通信など 
   日常生活に必須なインフラが概ね復旧している 
   こと 
  ②医療・介護・郵便などの生活関連サービスが概 
   ね復旧していること（隣接地を含めて判断する 
   ことも可） 
  ③子どもの生活環境を中心とする除染作業が十分 
   に進捗していること 
 

 (2)避難指示の解除に係る市町村－住民間の協議が開 
  始されていること 

２．対象区域 

１．制度趣旨 

 １．の制度趣旨に照らし、原子力災害現地対策本部
長と市町村長が協議して定める期間とします。 

３．実施期間 

 避難指示が継続していることから、所定の登録作業 
を必要とします。具体的には、以下の(1)から(3)の者 
に対して、２．の対象区域と３．の実施期間において 
宿泊可能とします。 
 (1)対象区域に住居を有する住民及び当該住民が属す 
  る世帯の代表者が適当と認める者（親戚、友人等） 
 (2)農地の管理、店舗や事業所等の本格実施に向けた 
  準備作業等を行う者 
 (3)その他(1)又は(2)に準ずる者であって、１．の制 
  度趣旨に照らして、原子力災害現地対策本部長及 
  び市町村長が協議の上、適当と認める者 

４．宿泊が可能になる者 

 避難指示解除準備区域等では、居住者を対象とする
事業（飲食業、小売業など）や、当該区域外からの集
客を主とする事業（宿泊業、観光業など）の実施は認
められていませんが、１．の制度趣旨に照らして、原
子力災害現地対策本部長及び市町村長が協議の上、適
当と認める場合には、これらの実施も可能とします。 

５．事業の実施 

 避難指示が継続している地域での宿泊であることに 
かんがみ、国及び市町村が協議の上、宿泊者を対象に 
以下の(1)から(3)をはじめとする措置を講ずることと 
します。 
 (1)宿泊者からの相談を受ける体制の整備 
  避難指示解除に向けて生ずる懸念点等に対し、き 
  め細かく対応策を講じていく観点から、宿泊者か 
  らの各種相談（インフラ、生活関連サービス、線 
  量に関する健康相談など）に応じる相談窓口を整 
  備する。 
 (2)宿泊者への個人線量計の貸与・線量データの説明 
  希望する宿泊者に対して、個人線量計を貸与する。 
  測定した線量データを本人が同意した上で国に提 
  供する住民に対しては、線量データに関する丁寧 
  な解説等を行う。 
 (3)防犯・防火対策の徹底 
  宿泊者名簿の作成、警察、消防との共有等を行う。    

６．宿泊者を対象に国及び市町村が連携して講ずる措置 

詳しくは、経済産業省のホームページをご覧ください。 
 

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclea
r/20130729_01.html 

 熱中症は仮設住宅等の屋内でも起こります。小さい子どもや高齢者、病人がいる
家庭では、冷房の使用を我慢しすぎないで、適切にエアコンを利用しましょう。 
 また、気づかないうちに熱中症を起こしてしまう場合もあります。熱中症になら
ないために、のどが渇いていなくても、早め早めに水分補給をしましょう。 

熱中症は予防が大事！ 
「高温注意情報」や「暑さ指数」の情報を活用し、十分な対策をとりましょう 

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内 
 過去の「ふれあいニュースレターにつきましては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可能です。ぜひご覧ください。  

 http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html 
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